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　川崎異業種研究会（略称：川異研）は、昭和62年
7月に設立した当所会員企業から集まった異業種交流
のグループです。

川崎異業種研究会のホームページ　http://www.kawaiken.jp/

９月定例会

９月分科会

　９月11日（木）、午後６：00よ

り、川崎商工会議所会議室５に

て、会員12名、オブザーバー２

名、見学者１名の参加を得て、開

催した。

　10月定例会はタイへの国外

視察会のため、独立行政法人日

本貿易振興機構（ジェトロ） 海

外調査部アジア大洋州課 大久

保文博氏を招き、「タイの経済

概況と進出におけるビジネスリスク」をテーマに講演はす

すめられた。

　講演では、①一般・政治概要、②経済・貿易動向、③進出

日系企業動向、④ビジネスリスク・投資の留意点－につい

て説明された。

　参加者は、経済活動を重要視する国民性のため、政情不

安が安全にほぼ影響しないことを学んだ。

　その後、同所会議室６に場所を移して懇親会を行い、終

始和やかな雰囲気で親睦を深めた。

　

　９月24日（水）午後６：00より、科学技術館（東京）にて、

「RAD I EX2014（環境放射能対策・廃棄物処理国際展）」の

視察を、会員５名の参加を得て、開催した。

　セシウム除去システム装置、汚染物質貯蔵管理システ

ム、除染器具や除染ロボットなどといった、新技術が紹介

されていた。

　特に、原子力発電のパイオニアでもあるイギリスの出展

（講演）が多く見られた。

　なかでも興味深かったのは、３次元解析マッピングを利

用した遠隔操作ラジコンヘリコプターによる放射線強度

の映像化である。

　また、防災グッズのカタログ、川崎市の防災マップ（各区

まとめ版）、防災啓発広報紙「備える。かわさき（保存版）」

などの資料を配った。

　その後の懇親会では、地域防災や会社での防災対策に

ついて、活発な意見交換が行われた。


